家庭礼拝　2010年11月24日　エフェソ書１章後半　
　賛美歌２５５　生ける者全て　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP１４７（５）　主よ感謝します
起

1章の前半では、パウロはイエスキリストの恵みについて格調高く語りました。神の恵みは全て、キリストによって、キリストにおいて、私達に満ち溢れました。それは天にある者も地にある者もキリストの下に一つにまとめられるためでした。それが先週お話した内容です。そして今週の後半は、15節のこういうわけで、とうい言葉から始まります。こういうわけとはどういうわけでしょうか。それは、キリストにおいてという言葉で語られてきた、キリストの恵み全てです。それは、
「私達が、キリストにおいて、霊的な祝福で満たされ、信じるものとして選ばれ、神の子とされ、恵を与えられ、罪を許され、たのは、キリストにおいて定められた神の御心、神の計画であり、その証拠は約束された聖霊である。」ということでした。パウロは、15節で、あなた方が主イエスを信じ、全ての聖なるもの達を愛していることを聞き、といっています。パウロは相手のことを、あまりよく知らないけれども、その様子を聞いて知っていると言っています。これはエフェソの教会であったらありえないことになります。パウロが一番よく知っている教会はエフェソの教会だからです。ですから、この手紙はエフェソ教会宛ではないと言われています。それでも、この手紙を宛てた人々が主を信じ、聖なるもの達を愛していることを聞いて、祈りのたびに、あなた方のことを思い起こし、絶えず感謝していますといいます。私達は、他の人の信仰のことで、どれだけ祈り、感謝を捧げたことがあるでしょうか。パウロは、自分が救われたり、自分が報われたりしたことを感謝しているのではないのです。教会の教勢が伸びたから喜んでいるわけではないのです。ただ、神が信仰のないものを救ってくださったことを感謝しているのです。一人でも、主を信じるものが出来たことを主にあって、喜んでいるのです。そのことを自分のこと以上に喜び感謝しているのです。他の人が救われることをこんなにも喜び感謝できるのでしょうか。考えてみると、人の幸せを願って生きていくほど幸せな人生は無いと思います。何時までも自分だけの幸せを考えているとしたら、惨めなものです。私達が、本当に、一人の人の救いのために喜び感謝を捧げているかどうかを振り返ってみたいと思います。宣教が、本当に一人の人の魂の救いにならなかったのなら、それは意味がないかもしれません。単なる勢力拡大をはかっているだけかもしれません。一人の人の救いを感謝する、というパウロの心がここにあふれ出ています。そして、パウロは、この人々のために祈ります。さらに信仰が強められ、さらに神を深く知ることができるようにと祈ります。
承

17節と18節では、パウロは、この信仰に新しく入った人々のために祈ります。主イエスを信じ、全ての聖なるものを愛するようになった人々のために祈ります。17節です。
エフェ 1:17　どうか、わたしたちの主イエス・キリストの神、栄光の源である御父が、あなたがたに知恵と啓示との霊を与え、神を深く知ることができるようにし、
エフェ 1:18　心の目を開いてくださるように。そして、神の招きによってどのような希望が与えられているか、聖なる者たちの受け継ぐものがどれほど豊かな栄光に輝いているか悟らせてくださるように。
パウロの祈りは、この人々の生活が守られますように、安全が守られますように、病気になりませんようにというご利益的な祈りではありません。パウロが祈ったのは、その与えられた信仰がさらに深められるようにと祈ったのです。これは私たち自身の信仰のためにも、パウロの祈りをもって、神様に祈り求めることが出来る祈りです。パウロが祈ったのは、神様に、知恵と啓示の霊を与えてくださいと祈ったのです。信仰が深められるためには何よりも知恵と啓示の霊によって深められることが必要なのです。キリスト教において霊が与えられることがどれだけ大切なのかを思わされます。霊が与えられるということは、神様が認めて受け入れてくださったということなのです。たとえ律法を守っていなくても、異邦人であっても、人からどのように悪く思われていても、霊が与えられたことは神に属するものとして、神に受け入れられたのであり、あらゆる人間的な思い、評価に優先するのです。14節にも書いてあるように、｢この聖霊は、私達が御国を受け継ぐための保証であり、こうして、私達はあがなわれて、神のものとなり、神の栄光をたたえることになるのです。｣といわれるように、聖霊は、私達が神の国の人であることのパスポートなのです。これ以上の保証はないのです。異邦人達が、キリスト者として、認められたのは割礼を受けたからでも、律法を守ったからでもなく、異邦人にも聖霊が下ったのに、どうして、これを受け入れないでいられようかということからだったのです。このように大切な聖霊ですが、いまの教会では、このことがあまり強く言われることはありません。一部のホーリネス系の教会で重んじられているだけです。それは霊的なことが、独りよがりになり、コントロールが聞かなくなるのを恐れるからです。知的にコントロールの効く教理的な知的なことだけが強調されます。それは、私は、信仰者として勇気がなさ過ぎるのではないかと思います。確かに霊的なものには、危険もあるかもしれませんが、その危険を冒してでも信仰の世界に入ったのですから、入ってみたら、危険のない知的世界だけでお茶を濁すような、信仰を養って生きたいとは思わないのです。パウロも決して、霊的なことだけを強調したのでは有りませんでした。知恵と啓示との霊を与え、神を深く知ることができるようにし、心の目を開いてくださるように。と言ったのです。知恵と啓示の霊なのです。心理学では、表層構造と深層構造という言葉を使います。知恵は表層構造にあるものです。表層構造にあるものは捜し求め見つけます。その捜し求めるときに霊の導き、霊の助けを求めます。深層構造にあるものは捜し求めてはいけないのです。それはまるで、水の中にあるものが、捜し求めることによって、波が立ったり、汚れが舞い上がったりして、ますます見えなくなるようなものです。それはただ心を静めて、待ち望むのです。今、ここにいてただじっと待ち望むのです。そうすると、深層構造にあるものが、ふっと、清くなった水の中に、浮き上がって見えてくるのです。それが啓示です。啓示は探してはいけないのです。ただ待ち望むのです。ユダヤ民族の偉かったのはこの啓示を待ち望んだ最初の民族だったということです。ただ待ち望んだのです。状況がどうであろうと、ただ信じて待ち望んだからこそ啓示の与えられる民族となりました。イエスキリストの言った、心の清いものは神を見る、といった言葉もそのことを指し示します。心を沈め、汚れを静めて清めていったときに、神様が突然、思いもよらず、見えるところに現れてくるのです。それは、今ここに、現れてくるのです。ですから探し回る必要は無いのです。その、今、ここへと導いてくださるのが啓示の霊です。パウロはその霊によって心の目を開いてくださるようにと祈りました。人間には三つの目があるといわれます。これは心理学的にも、哲学的にも、宗教的にも言われていることです。それは肉の目、精神の目、黙想の目といわれるものです。肉の目はこの物理的な世界を見る眼です。精神の目は、知的活動をしているときに頭の中で捜し求めている目です。そしてその目で理解し、解決する目です。そしてカトリックでは黙想の目、一般的には直感、信仰的には霊の目といわれるものです。ただ静かに待ち望むときに、突然啓示として、目の前に現れてくるのを見ることの出来る目です。それぞれに、用いれば用いるほどよく見えるようになります。私達によくわからないのは霊の目です。ですがこれは確かに有るのです。このことに気づいて実践した人たちは霊的に新しい事実に気がつきました。パウロはその知恵の目と霊の目とを与えてくださいと祈っているのです。そして、神様をもっと深く知ることが出来るようにと祈っているのです。そして、その心の目が開いたとき、そこがどんなに豊かな栄光に輝いているかを知る事になるといっているのです。それは天にあるものも地にあるものも一つにされる世界です。そこでは一切の二元論的な対立はないのです。善も悪も、自分も他人も、生も死も、神も人も一つにされる世界です。私はこれこそが、イエスキリストが示そうとした救いの世界だと思っています。
転
20節では、神はこの力をキリストに働かせて、キリストを死者の中から復活させたといっています。
キリストを復活させたのはこの力なのです。この力とは一体どの力でしょうか。パウロは一体何に気がついたのでしょうか。それはいまの私達にはわかりません。ですがパウロはどこにそれが、その力が有るのかの方向を示してくださいました。それは知恵と啓示の霊が与えられ、心の目が開かれたとき、心の眼によって見える世界にあるという事です。それを私達は祈り求める事ができるのです。パウロは、たぶん、まだあまり交際のない、この信仰者達のために、その心の目を開いてくださるようにととりなしの祈りをしているのです。悟らせてくださいますようにと祈っているのです。これほど力強い祈りがあるでしょうか。それならば、私もパウロに祈ってほしいと思います。私もまた、心の目を開いて欲しいと熱心に願っているものですから。ですがこれが、特定のエフェソなどの教会の人々だけのためではなく、異邦人全体にあてられた手紙なら、私のためにもパウロは祈ってくれたのかもしれません。パウロがこのように祈ってくださったのなら、どうして私達が自分で、神様に願い求めないでいられるのでしょうか。私達はこの知恵と啓示の霊が与えられるように、心の目が開かれるように熱心に祈り求めるべきではないでしょうか。そしてついにはキリストを復活させた、神の力の秘密を知る者となるのでしょう。
　神はその力によってキリストに全てのものを従わせ、全てのものの頭として、教会にお与えになったとかかれています。23節には

エフェ 1:23　教会はキリストの体であり、すべてにおいてすべてを満たしている方の満ちておられる場です。
と書かれています。今まで何度も聞かされてきた、教会はキリストの体であるとの言葉ですが、これは実は驚くべき表現なのです。今まで、誰も、このような表現で教会を現したことは無く、キリストを表したことも無いのです。ユダヤ教世界の会堂、シナゴクとは完全に一線を描く表現なのです。パウロの教会認識であり、それ以来引き継がれてきた、クリスチャンの認識です。これはとても大切な認識です。教会はキリストの体であり、キリストはその頭なのです。目に見える教会はたくさんあります。ですが、イエスキリストの体なる教会は一つです。それが公同の教会です。目に見える私たちはたくさんいますが、私たちは主にあってい一つなのです。体なる教会は、五感を持って、この世を感じ、体を使って、行動しますが、何千億もの目をもって見、何千億もの耳を持って聞いているのは主なのです。それなのに、見ているのは私であり、聞いているのも私であると思い込んでしまうのは、頭であるイエスキリストを忘れているからです。たとえ忘れていても、頭であるのはイエスキリストであり、体は教会であり、私達なのです。頭であるイエスキリストと、私達の勝手な思いが葛藤を生じると苦しみや悲しみが生じます。頭であるイエスキリストから離れて、自分が頭だと思い込んでしまうのが罪であり、的外れなのです。黙想の目、霊の眼は、自分の思い込みを静め、思考の世界を離れて、ただありのままを見ようとする目です。その霊の眼は、自分と言うものを超えて、頭なるキリストを見ます。そのとき自分と言うものがなくなっているのです。すなわち、私たちは頭なるキリストと一つになるのです。
結

私たちは、霊によらなければ、頭なるイエスキリストを見ることは出来ません。霊によらなければ体なる教会を知ることが出来ません。それは知識ではないのです。体験なのです。体験があっての知識なのです。パウロはそれを体験したのです。そしてそれを伝えようとしました。異邦人たちは、教理も律法も知りませんでした。ですが、聖霊が下ったときその扉は開かれたのです。そしてきっと、そのことを知識としても知る者となったでしょう。パウロは私達にその方向を示してくれました。それは、知恵と啓示との霊を与え、神を深く知ることができるようにし、心の目を開いてくださるように。と言う祈りの中にあります。私たちは、この体験が与えられるよう、知恵と啓示の霊が与えられるように熱心に求め待ち望む必要があります。それは、考えたり、捜し求めたりすることではありません。パウロが私達のために祈ってくれたことが実現するように願い、心を清め、心を静かにして待ち望み続けることなのです。そしてそれは、いつか啓示として、私達の目の前に、今、ここでそれを見出すことができるのだと思います。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)
天の父なる神様。今日のエフェソの手紙の導きを感謝いたします。

私達に必要なのは、知恵と啓示の霊が与えられることです。心の目が開かれることです。
パウロは、多くの異邦人のためにこの祈りをしてくださいました。

どうか私達にもこの知恵と啓示の霊が与えられ、心の目が開かれますように。

そしてその開かれた目を持って、人々が信仰へと導かれることを感謝し、喜ぶものでありますように。

教会の頭はキリストです。そして私たちはその体です。体がその分を超えて、思い上がることがありませんように。

心の目を持って、私たちが体であり、私達の心は頭であるイエスキリストと一つであることを知ることが出来ますように。

私たちはまだ何一つ体験せず、見ることも出来ていませんが、どうか急ぐことなくあせることなく、

霊の導きによって、啓示が与えられることを待ち望むことが出来ますように。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◇エフェソの信徒への手紙
◆挨拶
エフェ 1:1　神の御心によってキリスト・イエスの使徒とされたパウロから、エフェソにいる聖なる者たち、キリスト・イエスを信ずる人たちへ。
エフェ 1:2　わたしたちの父である神と主イエス・キリストからの恵みと平和が、あなたがたにあるように。
◆神の恵みはキリストにおいて満ちあふれる
エフェ 1:3　わたしたちの主イエス・キリストの父である神は、ほめたたえられますように。神は、わたしたちをキリストにおいて、天のあらゆる霊的な祝福で満たしてくださいました。
エフェ 1:4　天地創造の前に、神はわたしたちを愛して、御自分の前で聖なる者、汚れのない者にしようと、キリストにおいてお選びになりました。
エフェ 1:5　イエス・キリストによって神の子にしようと、御心のままに前もってお定めになったのです。
エフェ 1:6　神がその愛する御子によって与えてくださった輝かしい恵みを、わたしたちがたたえるためです。
エフェ 1:7　わたしたちはこの御子において、その血によって贖われ、罪を赦されました。これは、神の豊かな恵みによるものです。
エフェ 1:8　神はこの恵みをわたしたちの上にあふれさせ、すべての知恵と理解とを与えて、
エフェ 1:9　秘められた計画をわたしたちに知らせてくださいました。これは、前もってキリストにおいてお決めになった神の御心によるものです。
エフェ 1:10　こうして、時が満ちるに及んで、救いの業が完成され、あらゆるものが、頭であるキリストのもとに一つにまとめられます。天にあるものも地にあるものもキリストのもとに一つにまとめられるのです。
エフェ 1:11　キリストにおいてわたしたちは、御心のままにすべてのことを行われる方の御計画によって前もって定められ、約束されたものの相続者とされました。
エフェ 1:12　それは、以前からキリストに希望を置いていたわたしたちが、神の栄光をたたえるためです。
エフェ 1:13　あなたがたもまた、キリストにおいて、真理の言葉、救いをもたらす福音を聞き、そして信じて、約束された聖霊で証印を押されたのです。
エフェ 1:14　この聖霊は、わたしたちが御国を受け継ぐための保証であり、こうして、わたしたちは贖われて神のものとなり、神の栄光をたたえることになるのです。
◆パウロの祈り
エフェ 1:15　こういうわけで、わたしも、あなたがたが主イエスを信じ、すべての聖なる者たちを愛していることを聞き、
エフェ 1:16　祈りの度に、あなたがたのことを思い起こし、絶えず感謝しています。
エフェ 1:17　どうか、わたしたちの主イエス・キリストの神、栄光の源である御父が、あなたがたに知恵と啓示との霊を与え、神を深く知ることができるようにし、
エフェ 1:18　心の目を開いてくださるように。そして、神の招きによってどのような希望が与えられているか、聖なる者たちの受け継ぐものがどれほど豊かな栄光に輝いているか悟らせてくださるように。
エフェ 1:19　また、わたしたち信仰者に対して絶大な働きをなさる神の力が、どれほど大きなものであるか、悟らせてくださるように。
エフェ 1:20　神は、この力をキリストに働かせて、キリストを死者の中から復活させ、天において御自分の右の座に着かせ、
エフェ 1:21　すべての支配、権威、勢力、主権の上に置き、今の世ばかりでなく、来るべき世にも唱えられるあらゆる名の上に置かれました。
エフェ 1:22　神はまた、すべてのものをキリストの足もとに従わせ、キリストをすべてのものの上にある頭として教会にお与えになりました。
エフェ 1:23　教会はキリストの体であり、すべてにおいてすべてを満たしている方の満ちておられる場です。
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